
薬局における一般用医薬品の販売状況調査



 セルフメディケーションについて セルフメディケ ションについて

 一般用医薬品について

 薬局における一般用医薬品の販売について



自分自身の健康に責任を持ち 軽度な身体の不調は自分で自分自身の健康に責任を持ち，軽度な身体の不調は自分で
手当てすること

例えば例えば，

軽い風邪をひいたとき，薬局で一般用医薬品を購入して治療する。

健康管理のため，サプリメントを利用する。 こと等

誤った知識や情報による症状

健康管理 ，サ リ ン を利用する。 等

利 点 問題点

・自分自身の健康に対する意識
向上

・ 誤った知識や情報による症状
の悪化

・医療機関を受診する手間，時間
の省力化

・ 医療機関を受診が遅れ，重病
の発見が遅れる

・医療費の削減
・ 結果に対して自己責任を負う

適切な情報提供が重要になる



般用医薬品（市販薬 ）
医 薬 品

・効能及び効果において人体に対する影響が著しくないもの

一般用医薬品（市販薬，OTC）

・薬剤師等の専門家から提供された情報に基づき需要者(患者）の選
択により使用されることが目的とされているもの

・薬局，店舗販売業（ドラッグストア）において陳列，販売されている

セ メデ ケ シ 普及に大きな役割を担う⇒セルフメディケーション普及に大きな役割を担う

医療用医薬品

・医師・歯科医師の指示（処方せん）に基づき 薬局・病院において調

医療用医薬品

・医師・歯科医師の指示（処方せん）に基づき，薬局・病院において調
剤され，患者へ情報提供・交付される

・店頭で販売されていない・店頭で販売されていない



 リスクに応じた分類

第1類から第3類までに一般用医薬品をリスク区分し，情報提供方法，リスク区分表

示 陳列方法を規定示，陳列方法を規定

 登録販売者制度の導入

薬剤師以外に第２類及び第３類医薬品に係る相談応需・販売することができる資格

者を創設

 一般用医薬品販売制度の改正

・医薬品販売業許可業種に店舗販売業許可を新設

般販売業許可 薬種商販売業許可を廃止・一般販売業許可，薬種商販売業許可を廃止

適切な情報提供・相談応需
セ メデ ケ シ 普及推進セルフメディケーションの普及推進



リスク分類 対応する専門家 情報提供

第１類医薬品 薬剤師
文書での情報提供を義務

づけ
第 類医薬品 薬剤師

づけ

第２類医薬品 薬剤師
又は

登録販売者

努力義務

登録販売者

第３類医薬品 定めなし



薬 局 店舗販売業（薬店，ドラッグストア）

薬剤師が管理

医療用医薬品（処方せん医薬品）

薬剤師または登録販売者が管理

医療用医薬品 取扱 は不可医療用医薬品（処方せん医薬品）の
調剤ができる

医療用医薬品の取扱いは不可

すべての一般用医薬品販売が可能
⇒一般用医薬品を販売していると

薬剤師がいない店舗では，第1類医
薬品の販売ができない。
⇒第2・3類医薬品は基本的に必ず般用医薬品を販売していると

は限らない。

県内約１１００店舗

第2 3類医薬品は基本的に必ず
販売している。

県内約４２０店舗県内約１１００店舗

薬局の一般用医薬品の販売状況について未把握！！薬局の一般用医薬品の販売状況について未把握！！

県内約４２０店舗

薬局の一般用医薬品の販売状況について未把握！！薬局の一般用医薬品の販売状況について未把握！！



薬局の現状把握

般用医薬品販売状況

般用医薬品販売に係る問題点

一般用医薬品販売状況

一般用医薬品販売に係る問題点

セルフメデ ケ シ ンに対する意識セルフメディケーションに対する意識

薬局のセルフメディケーション支援機能の向上薬局のセルフメディケ ション支援機能の向上
（みやぎのかかりつけ薬局の実現へ）



び 調査対象及び方法
アンケート形式による調査
県内全薬局 １１００店舗の管理薬剤師に対して実施県内全薬局 １１００店舗の管理薬剤師に対して実施
（回答率 約８５％（９３６店舗））

 調査内容 調査内容
・薬局の概要

開設者の経営する薬局数，職種別勤務者数，薬局の売上

・一般用医薬品販売等状況
取扱の有無，取扱種類，販売に係る問題の有無

・セルフメディケーションに係る意識
必要性，薬局の取組等

 調査期間
平成２２年９月から１０月



● 開設者の経営する薬局数● 開設者の経営する薬局数

１店舗のみ

31%
１０店舗以上

29%

５以上１０

２以上５店舗未満

27%

５以上１０

店舗未満

13% 27%

県全体割合



● 薬局に勤務するスタッフの内訳● 薬局に勤務するスタッフの内訳

薬剤師数 登録販売者数 一般従事者数

0 12

2.3
2.1

2.6 2.32 2.21 2.2
2 19 2 43 2 52

2.98

2 89
3 55

0.21
0.12

0.2 0.34 0.16 0.3
0.39 0.32 0.21 0.28

0.39

2.19 2.43 2.52
2.41

2.89
3.55

2.63 2.52 2.63 2.55 2.11 1.91 2.03 2.09 1.62

0.39

県平均 仙台 仙南 塩釜 岩沼 黒川 大崎 栗原 登米 石巻 気仙沼



● 医薬品売上の内訳

半々

5%

一般用医薬品

主体 8%
5%

調剤主体

87%87%

県全体割合県全体割合



● 一般用医薬品の陳列数 ● 陳列している一般用医薬品
の種類の種類

61.3 65.3 

陳列無し

25%
５１種類～

28%

38.0 
41.0 

1～１０種類２１ ５０種 1～１０種類

22%１１～２０種

類

8%

２１～５０種

類

17%

第1類医薬品 指定第2類 第2類 第3類

県全体割合

8% 第1類医薬品 指定第2類 第2類 第3類

県全体割合（％）県全体割合 県全体割合（％）



● 般用医薬品 販売に係る問題点● 一般用医薬品の販売に係る問題点

・ 販売に係る時間的な余裕がないこと

大問題

大問題 問題 あまり問題でない 問題でない

大問題

9%
問題でな

い

19%
11.9 48.7 31.0 8.4 陳列無

問題

35%

あまり問題あまり問題

でない

37%
8.3 29.8 39.0 22.9 陳列有

県全体割合（％） 一般用医薬品陳列の有無別割合(％）



が・ 販売に係る人員が不足していること

大問題
問題 な

大問題 問題 あまり問題でない 問題でない

8%問題でな

い

22%
13.5 46.8 29.7 9.9 陳列無

問題

35%

あまり問題

でない

35%
6.6 30.9 36.2 26.3 陳列有

県全体割合（％） 一般用医薬品陳列の有無別割合(％）



が・ 陳列スペースが不足していること

大問題 問題 あまり問題 な 問題 な大問題 問題 あまり問題でない 問題でない

大問題

8%

13.9 43.9 28.3 13.9 陳列無

8%

問題

問題でな

い

26%
問題

32%

あまり問題

5.5 28.7 35.8 29.9 陳列有

あまり問題

でない

34%

県全体割合（％） 一般用医薬品陳列の有無別割合(％）



般 が・ 一般用医薬品の販売価格が高いこと

大問題

10%
問題でな

大問題 問題 あまり問題でない 問題でない

10%い

13%
7.6 29.1 49.3 13.9 陳列無

問題

31%
あまり問題

でないでない

46% 10.8 31.2 45.1 12.8 陳列有

県全体割合（％） 一般用医薬品陳列の有無別割合(％）



・ 地域住民に薬局において一般用医薬品が販売している
ことを知られていないこと

大問題 問題 あまり問題でない 問題でない
大問題

6%
問題でな

3.7 28.8 54.3 13.2 陳列無問題

28%

問題でな

い

25%

あまり問題

な
6.3 27.2 37.5 29.0 陳列有

でない

41%

県全体割合（％） 一般用医薬品陳列の有無別割合(％）



● セルフメディケーション推進に対する意識● セルフメディケーション推進に対する意識
（複数選択可能）

37.9 

42.7 

31 9
35.0 

40.0 

45.0 

31.9 

25.0 

30.0 

10 0

15.0 

20.0 

薬局 薬剤 医療費削減
0.0 

5.0 

10.0 

薬局・薬剤

師会が推進

すべき

行政が推進

すべき

医療費削減

のため推進

すべき

緊急時に限

定すべき

医療体制を

充実すべき

慎重な対応

が必要
その他

割合（％） 37.9 28.1 42.7 25.8 25.2 31.9 3.8 



● セルフメディケーションに係る相談応需の内訳● セルフメディケーションに係る相談応需の内訳

その他その他

3%

一般用医薬

品

29%
体調に関す

29%ること

32%

健康食品
医療機器

健康食品

34%
医療機器

2%



● 薬局が地域住民のセルフメディケーション民
を支援するために最も必要な事項

特にない その他

一般用

医薬品

構造改善

6%

特にない

6%

その他

2%

医薬品

の充実

9% 人員配置改善

7%

地域との関

わりの強化

31%

薬剤師資質

向上

39%

31%

39%



● 一般用医薬品の販売について

 多くの薬局が調剤を専門で行うことを前提で開局している
ため 般用医薬品の販売を積極的に行 ている薬局は

● 般用医薬品の販売について

ため，一般用医薬品の販売を積極的に行っている薬局は
多くない。

⇒人員・時間・陳列場所不足の要因

 多くの薬局がセルフメディケーションの推進を必要と考え
ている。。

 薬局が地域住民から受けるセルフメディケーション支援に
係る相談の約３割が一般用医薬品関連係る相談の約３割が 般用医薬品関連

⇒相談に応じ，適切な一般用医薬品を案内するためにも

般用医薬品の販売は必要一般用医薬品の販売は必要



● 薬局のセルフメディケーション支援機能向上に向けて

薬局側への支援 県民に対する啓発

研修会の主催，後援
一般用医薬品に係る知識習得
接遇 キ 習得

薬局の機能の案内
薬局でセルフメディケーション支援

接遇スキル習得
一般用薬品の販売推進
基準薬局の認定制度支援

薬局でセルフメディケ ション支援
を受けるメリット等
地域の薬局の情報
薬局機能情報の活用等薬局機能情報の活用等

薬剤師資質向上 地域住民と薬局

薬局のセルフメディケーション支援機能の向上

薬剤師資質向上

薬局の機能強化

地域住民と薬局
の関係の強化

薬局のセルフメディケ ション支援機能の向上
（みやぎのかかりつけ薬局の実現へ）


